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あらまし：本研究の目的は,	ICT 教育支援システム上に蓄積された学生の教学データを活用し,	学生一人

ひとりの教学に関する傾向を把握できる教学IR支援システムの確立にある.	今回は,	目的に向けて,	SOM	

(Self-Organizing	Map)	による教学データの分析システムを試作した.	そして,	そのシステムを利用し,

学生の教学に関する傾向,	特に退学状況を把握できるか調査した.	
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1. はじめに 
近年 , 大学の質保証への取り組みに伴い , IR 

(Institutional Research) 活動が注目され始めている. 
特に, 学生の教学に関する側面に視点を当てた教学
IR活動は, 教育支援に役立つと考えられている[1].  
	 一方, 多くの高等教育機関では, eラーニングやポ
ータルサイトなどの ICT教育支援システムが普及し
てきている. ICT教育支援システムには, 学生の教学
に関するデータ (以下, 教学データと称す) が各学
生を識別できる形で大量に蓄積されている. そのた
め, 蓄積された教学データを分析することで学生一
人ひとりの教学に関する傾向を把握できる可能性が

ある. さらに, 分析結果を可視化し, 活用すること
で教職員による学生へのきめ細かな指導・支援に役

立つ可能性もある. しかし, 現状そのような事例は
あまり見られない.  
	 そこで, 本研究では, ICT教育支援システム上にあ
る教学データを活用し, 学生一人ひとりの教学に関
する傾向の把握に向けて,  SOM による教学データ

の分析方法を提案し, それを適用したシステムを試
作した. そして, 作成したシステムを利用して, 学
生の教学に関する傾向, 特に退学状況を把握できる
か調査した.  
 
2. 提案した分析方法 
本研究では, 目的に向けて SOM による教学デー

タの分析方法を提案した. 分析のプロセスは, まず, 
SOMを用いて多変量の教学データを分析・可視化し
た. そして, 退学者が分布するグループの特徴を教
学データと照らし合わせて確認し, 退学者の傾向を
把握した.   

 
2.1 SOM 
	 本研究では, 学生の多変量な教学データ全体を考
慮して, 学生一人ひとりの教学に関する傾向を把握
していく. また, 退学者の傾向把握のために, ある

程度似た属性を持つ学生同士をグルーピングし, 二
次元上に可視化したい. これにより, グループごと
に退学者の分布や特徴が確認でき, 退学者の傾向が
把握しやすくなると考える. そのため, 本研究では, 
多変量のデータ分析やその結果を二次元上に可視化

できる SOMアルゴリズムを採用した. 
 
3. 教学データの分析システム 
	 本研究では, 退学状況の傾向把握のために 2 節の
分析方法を適用した分析システムを試作した. 作成
した分析システムは, データベースにある学生の教
学データを抽出し, それを標準化して csv ファイル
で出力する機能とその csvファイルを用いてSOMに
よる分析を行い, その結果を png 形式で出力する機
能を有している. 可視化した二次元マップには, 学
生の学籍番号がプロットされる. そして, 多変量デ
ータを解析した結果, 類似度が高い学生同士は, グ
ループ化され , 色分けされるようになっている . 
SOM の計算処理には, データ分析ツールのデファ
クトスタンダードである R 言語を利用した. 学生の
教学データの標準化や標準化した数値の出力は , 
Java 言語を利用した. 学生の教学データの管理・抽
出は, PostgreSQL を利用している. 教学データの分
析システムでは, 解析から出力までを一体的に行え
る仕様としている.  
	 なお, 作成した分析システムは, 試作段階である
ため, 一部手動で行わなければならない作業がある. 
1 つ目は, 二次元マップにプロットされる学籍番号
から退学者と在学生を分類分けする作業である. 2
つ目は, 二次元マップ上に色分けされているグルー
プの特徴を解釈する作業である. 現状, どちらも技
術的な要因から実現できていない. 
 
4. 退学者の傾向調査 
	 3 節で作成した分析システムを利用し, 学生の教
学データの分析をした. そして, その結果から退学
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者の傾向を把握できるか調査した.  
	 まず, 分析を行う前段階としてデータの整理を行
った. ICT教育支援上には, 多種多様な教学データが
蓄積されているため, 「学習関連」, 「キャリア関連」, 
「その他」に分類した. 今回は, 「学習関連」の教学
データを軸に分析し, 退学者の傾向を把握できるか
調査した.  
	 次に. 今回の傾向調査の対象と分析する学生の教
学データを表 1に示す.  
 
表 1. 退学者の傾向調査で利用したデータの一覧 

 
	 表 1に示す A大学では,  AO・推薦入学者向けに
A 大学の e ラーニングシステムを用いた入学前教育
での学習によって, 学習履歴が豊富に蓄積されてい
ることから入学前教育受講者とした. また, 特に退
学者が多かった 2013年度とした. 分析したデータの
期間は, 退学者の早期発見を視野に入れ, 1年次の春
学期までとした. 分析する教学データは, 客観的に
評価できる数値とし, GPA, 授業への出席率, プレー
スメントテストの点数, 演習への取り組み時間とな
っている. GPA は, 春学期に評価されたデータを用
いた. 授業への出席率は, 選択科目数による誤差を
考慮し, 必修科目の授業への平均出席率とした. 演
習への取り組み時間は, 入学前教育での学習で蓄積
された演習への取り組み時間とした. プレースメン
トテストの点数は, 入学前教育の最後に実施される
テストの点数としている. A 大学は理系の大学であ
るため, 演習の内容とプレースメントテストは, 理
数系の内容となっている. これらの教学データを作
成したシステムを用いて分析した.	 その結果を図 1
に示す. なお, 分析する学生のデータは, 個人を特
定できないよう学籍番号を隠蔽して行っている. 
	  図 1 は, 6×6 の円が参照ベクトルを表している. 
その中にある数値は , 学生を表している . 学生は , 
類似度の高い参照ベクトルごとに 6つのグループに
分けられている. このグループと退学者の分布を分
析に利用した学生の教学データと照らし合わせて退

学者の傾向を把握できるか調査した. 
	 図 1に示すように, 退学者はグループ A, Bのそれ
ぞれに分けられた. そして, それぞれのグループで
退学者の傾向がわかった. グループ A では, 授業へ
の出席率のみ全体平均より高い, または, 演習への
取り組み時間のみ全体平均より高く, 他の教学デー
タの数値が全て平均以下の学生が退学傾向にあるこ 
とがわかった. グループ B では, プレースメントテ
ストの点数のみ全体の上位レベルで, 他の教学デー

タが全体平均より低いといったある学生が退学傾向

にあることがわかった.  

 
図 1. 入学前教育受講者のデータ分析結果 

 
5. まとめ 
	 本研究の目的は, ICT 教育支援システムに蓄積さ
れた学生の教学データを活用して学生一人ひとりの

教学に関する傾向を把握できる教学 IR 支援システ
ムの確立にある. 今回は, 目的に向けて SOMによる
分析方法を提案し, それを適用したシステムを試作
した. 作成した分析システムで学生の教学データを
分析した結果, グループ A, Bの 2つに退学者が分け
られた. そして, それぞれのグループで退学者の傾
向が見られた.  
 
6. 今後の取り組み 
	 今後は, 退学者と同じグループに存在する在学生, 
または, 退学者の教学データと類似度の高い在学生
の傾向を調査し, 在学生と退学者の傾向の違いを把
握していく. これにより, 退学を未然に防ぐ教職員
の指導・支援に役立つ情報が抽出できると考えてい

る. また, 授業の欠席間隔や演習への取り組み間隔
などの数値の分析や「キャリア関連」, 「その他」
の教学データを組み合わせた分析, 年度ごとの退学
者傾向の比較などを行っていき, よりきめ細かな退
学者の傾向も調査していく. 
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